
              第１学年 国語科学習指導案              

                                      
                               

児 童 男子８名女子１名計９名 
                              

指導者 住 田   真 由 美 
１ 単元名 くらべて よもう 
  教材名 「じどう車くらべ」 
 
２ 単元について 
（１）児童の実態 

子どもたちは、これまで読むことの学習として、「うたに あわせて あいうえお」で語のまとまりや言葉 
    の響きに気をつけながら声に出して読む学習をし、調子よい言葉のリズムを楽しみながら音読に親しんだ。    

初めての説明文教材「いろいろな くちばし」の学習では、問いと答えの文を確かめながら、鳥のくちばしの

形とえさの取り方との関係を読み取る学習をしてきた。また、「おむすび ころりん」では、よく知っている昔

話の場面の様子を想像して、言葉の響きやリズムを楽しみながら、役割分担しながら、声に出して読む活動を

してきた。入学して初めて出会う教材の中で、声を出して音読する楽しさ、場面を想像して読む楽しさ、知る

ことの楽しさなどを感じながら学習してきた。 
     一人学びについては、語のまとまりに気をつけながら文節ごとに読む活動、大切な言葉を教科書から見つけ、

サイドラインを引き、学習プリントに書き抜く活動を行ってきた。また、絵に合うように考えながら、主語・

述語の文を作る学習もしている。 
     日常活動では、帰りの会で、今日一日の中で自分が特にがんばったことを発表している。その際、話型に気

をつけ、①がんばったこと②そのわけ③次にがんばりたいことの３点を発表するようにしている。どの子も積

極的に発表している。また、毎日音読を家庭学習で取り組んでいる。口の開け方、声の大きさ、すらすらと読

むの３点に気をつけながら音読している。本の読み聞かせも大好きで、集中して聞いている。図書室の本、移

動図書の本も、進んで借りて読んでいる子が多い。家の人と一緒に読んだり、簡単な本は自分で読むことに挑

戦したりしながら、読書に親しんでいる。 
     これらの学習を通して、文節に気をつけながら音読したり、想像して読んだりすることができるようになっ

てきている。さらに、主語・述語、問いや答えの関係に気をつけながら、文章の内容を読み取っていけるよう

にしていきたい。 
（２）教材について 
    第１学年及び第２学年の「読むこと」の目標は、「書かれている事柄の順序や場面の様子などに気づきなが

ら読むことができるようにするとともに、楽しんで読書をしようとする態度を育てる。」ことである。 
    本教材「じどう車くらべ」は、自動車の種類ごとに「しごと」と「つくり」が説明されており、児童は「し

ごと」と「つくり」の文章構成の順序性に気づきながら、読むことができる。また、この時期の子どもたちの

興味・関心のある自動車を題材に取り上げた教材であり、児童は楽しみながら読み進めることができる。内容

を読み取る際は、問いと答えを対応させながら読む活動を行い、自動車の「しごと」と「つくり」について書

かれている事柄の順序に気づき内容の大体を読み取る活動を行うことができる教材である。よって、本教材は、

第１学年及び第２学年の「読むこと」の指導内容（イ）に適した教材であり、事柄の順序を考えながら内容の

大体を読み取る活動を通して、確かに読み取る力を育成することができると考える。 
（３）指導に当たって 

本教材では、指導要領「読むこと」（イ）《時間的な順序、事柄の順序などを考えながら内容の大体をつかむ》 
    力を育成するために次のことに気をつけて指導していきたい。 

① 事柄の順序を考えながら内容の大体をつかむために、自動車の「しごと」と「つくり」について、説明

している文を押さえ、順序性を意識した読み取りをする。 
② 「そのために」という言葉を手がかりとして重要語句を見つけ、自動車の「しごと」と「つくり」の関

係を読み取る活動を行う。 
③ 一人学びでは、この文章の問いである自動車の「しごと」と「つくり」に対する答えの部分を見つける

活動を行う。前時までにバス・乗用車、トラックの「しごと」と「つくり」についてそれぞれ学習して

きている。既習事項の問いに対する答えの部分の見つけ方を生かし、手がかりになる言葉「そのために」

や「しごと」と「つくり」の順序性を考えながら、一人学びを行う。     
 
 

 
本単元における「読むこと」の指導内容 
○時間的な順序、事柄の順序などを考えながら、内容の大体を読むこと（イ） 



３ 単元の目標及び指導計画                                            《単元の評価規準》 
第１学年 くらべてみよう 

「じどう車くらべ」（８時間） 
 《単元の目標》 
 【国語への関心・意欲・態度】・いろいろな自動車の仕事や作りに興味をもちながら読もうとする。 
 【書くこと】○簡単な組み立てを考えながら自動車の仕事と仕組みを文章に書くことができる。 
【読むこと】◎３種類の自動車について、事柄の順序を考えながら内容の大体を読むことができる。 

 【言語についての知識・理解・技能】○片仮名で書く語を読んだり書いたりすることができる。 
《単元の指導計画と評価基準》 

 

国語への関心・意欲・態度 書く能力     読む能力 言語についての知・理・技   
・自動車図鑑を作るため

に必要な情報を収集し、

乗り物の本などを興味を

もって読もうとしてい

る。 

○自動車の仕事と作り

などの簡単な組み立て

を考えながら、自動車に

ついての説明を書いて

いる。 

◎３種類の自動車につい

て、仕事と作りの関係な

どを考えながら、内容の

大体を理解している。 

○片仮名で書く語を読んだ

り書いたりしている。 

    評      価      規      準       評  価 段階 時 学習活動☆は重要語句の取り扱い方 一人学び 
国語への関心・意欲・態度 書く能力 読む能力 言語についての知・理・技  A H T S R K K R T 

つ
か
む 

１ 全文を通読し、自動車図鑑を作る計画を立

てる。 
初めて知ったことや驚

いたこと、おもしろいと

思ったことなど感想に

書く。 

挿絵や経験から知っている

車について話し、車に興味

をもって読もうとしてい

る。 

  

 自動車の何について聞いて

いるか、どんな自動車がでて

くるのか、自動車の何につい

て説明しているのか読み取

っている。 

片仮名で書かれている

言葉を正しく読んだり

書いたりしている。 

         

２ バスや乗用車の仕事や作りについて読み

取る。 
☆「人を乗せて運ぶ仕事」「座席のところ

が広くつくってあります。」「大きな窓がた

くさんあります。」に着目し、仕事と作り

の関係について読み取る。 

バスや乗用車の仕事や

作りについて書いてあ

る文を見つける。 

バスや乗用車の仕事や作り

について興味をもち、読み

取ろうとしている。 

 バスや乗用車の仕事

や作りについて書い

てある文を見つけ、そ

の内容について読み

取っている。 

片仮名で書かれている

言葉を正しく読んだり

書いたりしている。 

         

３ トラックの仕事や作りについて読み取る。

☆「荷物を運ぶ仕事」「広い荷台になって

います。」「タイヤがたくさんついていま

す。」に着目し、仕事と作りの関係につい

て読み取る。 

トラックの仕事や作り

について書いてある文

を見つける。 

トラックの仕事や作りにつ

いて興味をもち、読み取ろ

うとしている。 

 トラックの仕事や作

りについて書いてあ

る文を見つけ、その内

容について読み取っ

ている。 
 

片仮名で書かれている

言葉を正しく読んだり

書いたりしている。 

         

ふ
か
め
る 

４
（
本
時
） 

 

クレーン車の仕事や作りについて読み取

る。 
☆「重い物つり上げる仕事」「丈夫な腕が、

伸びたり、動いたりします。」「しっかりし

た足がついています。」に着目し、仕事と

作りの関係について読み取る。 

クレーン車の仕事や作

りについて書いてある

文を見つける。 

クレーン車の仕事や作りに

ついて興味をもち、読み取

ろうとしている。 

 クレーン車の仕事や

作りについて書いて

ある文を見つけ、その

内容について読み取

っている。 

片仮名で書かれている

言葉を正しく読んだり

書いたりしている。 

         

ま
と
め
る 

５ はしご車の仕事や作りについて挿絵をも

とに考え、説明文にまとめる。 
はしご車の仕事や作り

について説明文にまと

める。 

はしご車の仕事や作りにつ

いて興味をもち、説明文に

まとめようとしている。 

 はしご車の仕事と作

りについて、挿絵をも

とに考え、教材文を参

考にしてまとめてい

る。 

教材文を参考にして、

簡単な組み立てを考

え、仕事と作りについ

てまとめている。 

         

６ いろいろな自動車の本を読み、自分の書き

たい自動車を選ぶ。 
いろいろな自動車の本

を読み、自分の書きたい

自動車を選ぶ。 

いろいろな自動車について

の情報を進んで読もうとし

ている。 

 いろいろな自動車の

仕事と作りについて

読んでいる。 

片仮名で書かれている

言葉を正しく読んでい

る。 

         

ひ
ろ
げ
る 

７ 
 

自動車の仕事と作りなど、簡単な組立てを

考えながら、自動車図鑑のメモを書く。 
自分の選んだ自動車の

仕事や作りについてメ

モを書く。 

選んだ自動車の仕事や作り

についてのメモを書こうと

している。 

   
 

選んだ自動車の仕事

や作りなどについて

簡単な組立てを考え

てメモを書いている。 

 片仮名で書かれている

言葉を正しく書いてい

る。 

         

 

８ 今まで作った自動車のカードを合わせ、図

鑑にまとめ、友達同士見せ合う。 
友達の作った自動車図

鑑を読み、よいところに

気づく。 

友達の作った自動車図鑑を

仕事や作りなど簡単な組立

てに気をつけ、読もうとし

ている。 

  自動車の仕事や作り

など簡単な組立てに

気をつけ、読みの視点

をもって読んでいる。 

 片仮名で書かれている

言葉を正しく読んでい

る。 
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文章構成図        Ⅳ 説明３ Ⅲ  説明２ Ⅱ説明１ Ⅰ 問題提示 

クレーン車の仕事と作り トラックの仕事と作り バスや乗用車の仕事と作り  それぞれの自動車は、どんな仕事をして、

どんな作りになっているか。 

意
味
段
落 

要 

旨 

⑨  ⑧           ⑦  ⑥             ⑤  ④ ③    ②     ① 形
式 

段
落 

ク
レ
ー
ン
車 

 

重
い
物
を
つ
り
上
げ
る
仕
事 

そ
の
た
め
に
、 

 

丈
夫
な
腕
が
、
伸
び
た
り 

動
い
た
り
す
る
よ
う
に
、
作
っ
て
い
る
。
（
つ
く
り
１
） 

し
っ
か
り
し
た
足
が
、
つ
い
て
い
る
。（
つ
く
り
２
） 

ク
レ
ー
ン
車
は
、
重
い
物
を
つ
り
上
げ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
に
、
丈
夫
な
腕
が
の
び
た
り 

う
ご
い
た
り
す
る
よ
う
に
、
作
っ
て
あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り
し
た
あ
し
が
、

つ
い
て
い
ま
す
。 

 

ト
ラ
ッ
ク 

 
 

荷
物
を
運
ぶ
仕
事 

そ
の
た
め
に
、 

 

運
転
席
の
他
は
、
広
い
荷
台
に
な
っ
て
い
る
。（
つ
く
り
１
） 

タ
イ
ヤ
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
る
。（
つ
く
り
２
） 

 

ト
ラ
ッ
ク
は
、
荷
物
を
運
ぶ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
、
運
転
席
の
他
は
、
広
い
荷
台
に
な
っ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ヤ
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
ま
す
。 

 

バ
ス
や
乗
用
車 

 

人
を
乗
せ
て
運
ぶ
仕
事 

そ
の
た
め
に
、 

 

座
席
の
と
こ
ろ
が
広
く
作
っ
て
あ
る
。（
つ
く
り
１
） 

大
き
な
窓
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
（
つ
く
り
２
） 

 

バ
ス
や
乗
用
車
は
、
人
を
乗
せ
て
運
ぶ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
、
座
席
が
広
く
作
っ
て
あ
り
ま
す
。
大
き
な
窓
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

  

い
ろ
い
ろ
な
自
動
車
が
走
っ
て
い
る
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
自
動
車
は
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
。 

 

そ
の
た
め
に
、 

ど
ん
な
作
り
に
な
っ
て
い
る
か
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
自
動
車
は
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。
そ
の
た
め
に
、
ど
ん
な
作
り
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。 

 
 
 

教 
 
 

材 
 
 

分 
 
 

析 

 
①      

②  
③ 

 
 
 

⑨ ⑧  ⑦ ⑥  ⑤ ④ 
     

～
は
、
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。 

そ
の
た
め
に
、 

   

作
っ
て
あ
り
ま
す
。 

つ
い
て
い
ま
す
。 

～
は
、
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。 

そ
の
た
め
に
、 

な
っ
て
い
ま
す
。 

   

つ
い
て
い
ま
す
。 

～
は
、
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。 

そ
の
た
め
に
、 

 

作
っ
て
あ
り
ま
す
。 

  

あ
り
ま
す
。 

～
は
、
～
し
て
い
ま
す

か
。 

 

そ
の
た
め
に
、 

 

～
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。 

手
が
か
り
に
な
る
語
句 

 

重
い
物
を
つ
り
上
げ
る 

  

丈
夫
な
腕 

  

し
っ
か
り
し
た
足 

荷
物
を
運
ぶ 

  
広
い
荷
台 

   

タ
イ
ヤ 

人
を
乗
せ
て 

は
こ
ぶ 

 

ざ
せ
き
の
と
こ
ろ
が
、
広

い 
 

大
き
な
窓 

仕
事 

    

作
り 

重
要
語
句 

そ
れ
ぞ
れ
の
自
動
車
は
、
そ
の
働
き
に
合
っ
た
作
り
を
し
て
い
る
。 



５ 本時の指導 
（１） 目 標 

 □関 クレーン車の仕事と作りについて興味を持ち、楽しんで読み進めようとする。 
○読 クレーン車の仕事と作りの関係を結びつけながら内容の大体を読み取ることができる。 

（２） 展開（４／８） 
段階 学  習  活  動 ・指導上の留意点   □関○読評価 

つ 

か 

む 

５
分 

１ 前時を振り返る。 
 

２ 学習課題を把握する。 

クレーン車は、どんなしごとをしていますか。 
そのために、どんなつくりになっていますか。 

３ 学習範囲を音読する。 

・トラックの絵を見ながら、仕事と作りについて確

認する。 
・問題文を大切にして今日の課題を把握し、本時も

仕事と作りについて考えていくことを確認する。 
・片仮名は初めてなので「クレーン車」は一緒に書く。 
 
・問いに対する答えの文がどこにあるか考えながら

一斉読みする。 
・□関クレーン車の仕事と作りについて読み取ろうと

しているか。（観察） 

ふ 

か 

め 

る 
3５
分 

４ 一人学びの見通しを持つ。 
・前時までに学習したバスや乗用車、トラックの学習を想

起し、仕事と作りの順序を確かめる。 
クレーン車の仕事と作りがわかる文にサイドラインを

引き（教科書）、学習プリントに視写する。 

５ 課題解決のために学び合う。 
・クレーン車の仕事について理解を深める。 
 
・クレーン車の作りについて理解を深める。 

 
 
 
  
６ クレーン車になったつもりで、吹き出しに仕事と作り

について書き、発表する。 
７ 学習のまとめをする。 

クレーン車は、おもいものをつりあげるしごとをし 
ています。 
そのために、じょうぶなうでが、のびたりうごいたり 

するように、つくってあります。しっかりしたあしが、

ついています。  

・手がかりになる語句「仕事」「そのために」「作って」

「ついて」をもとにクレーン車の仕事と作りを見つけ

ていくことを確認する。 
 
・重要語句《重い物をつり上げる》《丈夫な腕》《しっ

かりした足》を見つけ、仕事と作りをとらえさせる。 
・「つりあげる」とは、どういうことなのかを挿絵 
のクレーンを見ながら確かめる。 
・「うで」「あし」が、どの部分なのかを挿絵のクレ

ーンと下の支えの部分を見ながら、その使い方を考

え、仕事と結びつけて理解を深めさせる。 
○読クレーン車の仕事と作りの関係を結びつけなが 
ら、読み取ることができたか。（発表、学習プリント） 
・教師が児童にインタビューし、クレーン車の仕事

と作りについて発表する。 
 
・今日の課題と対応させながら、クレーン車の仕事 
と作りについてのまとめをし、問題文に対する答え 
であることを確かめる。 
 
 

ま
と
め
る
５
分 

８ 学習内容を振り返りながら、音読する。 
 

９ 次時の学習内容を知る。 

・クレーン車の「しごと」と「つくり」を確かめな

がら、役割読みをする。 
・次時のはしご車についても今日の学習を生かして

「しごと」と「つくり」についてまとめていくこと

を知らせる。 
（３） 評価 

具体の評価規準 
評価規準 

十分満足できる おおむね満足できる 努力を要する児童への手立て 
クレーン車の仕事と

作りについて書いて

ある文を見つけ、その

内容について読み取

っている。 

クレーン車の仕事と作りが書

いてある文を見つけ、「重い物

をつり上げる」「丈夫な腕」「し

っかりした足」という言葉を使

いながら、自分なりの言葉でそ

の関係をまとめている。 

クレーン車の仕事と作りが書

いてある文を見つけ、「重い物

をつり上げる」「丈夫な腕」「し

っかりした足」という言葉を

使い、その関係をまとめてい

る。 

クレーン車の仕事と作りが書

いてある部分を確認し、教師

と一緒に読みながら、仕事と

作りを見つける。 
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４
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